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昭和39年 9月20日

守r
t 

園理室iij~露軍

け月末日現在〉 前月比

人口 55 6'27 (+105 ~ 

{男 26.835 (+5D 
女 Z8.7~Z (+53) 

世帯数 H.440 (+1) 

転入 517 出生 89 
転出 531 死亡 30 
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ピ

ッ
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し

オ

ス

が

の

民

の

美

、

-

ド

こ

市

念

東

京

大

会

…

を

と

コ

-

o

め
記
。

ス
う
火
レ
た
じ

-
ろ

聖

パ
し
は
え
し

日
本
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
ジ
…
コ
ざ
ク
い
ま
を

迎
ま

火

か

?
ば
き
長

出
し

ア
で
も
は
じ
め
て
の
オ
リ
シ
…

聖

で
ピ
つ
に

育
が
を

ピ
ッ
ク
大
会
が
十
月
十
日
東
…
花
γ
い
村

教
数
樹

…

京
で
聞
か
れ
ま
す
。
競
技
は
-

全
部
で
二
十
競
技
、
百
六
十

=
一
種
目
で
す
。

競
技
の
順
位
の
き
め
方
は

J

着
順
グ
イ
ム
に
よ
る
も
の
、

リ
ー
グ
戦
や
ト

1
ナ
メ
シ
ト

に
よ
る
も
の
、

点
数
や
記
録

に
よ
る
も
の
な
ど
競
技
に
よ

っ
て
ち
が
い
ま
す
。
し
か
し

最
後
に

一
位
か
ら
六
位
に
な

っ
た
も
の
を
入
賞
と
し
て
、

金
、
銀
、

銅
、
賞
肢
が
お
く

ら
れ
ま
す
。

盛大な歓迎をうけて市内をはしる聖火

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
東
京
大
会
に

は
世
界
の
い
ろ
い
ろ
な
国
か

ら
多
数
の
選
手
や
競
技
を
見

に
く
る
何
万
人
と
い
う
外
国

の
人
達
が
や
っ
て
き
ま
す
。

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
成
功
さ
せ

る
に
は
才
一
に
外
国
の
選
手

が
整
備
さ
れ
た
競
技
施
設
の

中
で
各
自
の
能
力
を
十
分
発

揮
で
き
る
こ
と
と
、
競
技
場

外
で
の
国
民
の
受
け
入
れ
体

制
が
大
切
で
し
ょ
う
。

ス
ポ
ー
ツ
の
日

十
月
一二
日
は
ス
ポ
ー
ツ
の

日
で
す
。

こ
の
日
は
国
民
の
間
に
弘

ろ
く
ス
ポ
ー
ツ
に
つ
い
て
の

理
解
と
関
心
を
探
め
る
と
と

も
に
、
積
極
的
に
ス
ポ
ー
ツ

を
す
る
意
欲
を
高
め
る
た
め

に
設
け
ら
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
日
わ
た
し
た
ち
国
民

は
老
若
男
女
を
と
わ
歩
、
み

ん
を
が
進
ん
で
家
庭
や
職
場

や
地
域
社
会
な
ど
で
生
活
む

実
情
に
即
し
た
行
事
や
活
動

を
行
な
い
、
ス
ポ
ー
ツ
を
た

の
し
み
た
い
も
の
で
す
。

そ
こ
で
市
の
教
育
委
員
会

で
は
町
内
、
公
民
館
、
団
体

友
ど

℃
、
ス
ポ
ー
ツ
の
計
画

が
あ
れ
ば
体
育
課
〈
電
二
四

五
七
)
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い

で
き
る
だ
け
の
お
手
伝
い
を

い
た
し
ま
す
。

連
絡
事
項
は
日
時
、
場
所
、

種
目
友
ど
で
す
。

自
ら
進
ん
で
ス
ポ
ー
ツ
を

L

強
い
体
と
心
を
作
ろ
う
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駅
前
通
り
の
ア
ー
ケ
ー
ド

街
は
午
前
十
時
か
ら
午
後
九

時
ま
で
の
時
聞
は
自
転
車
主

含
め
て
車
の
通
行
が
禁
止
さ

れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
九
月

五
日
か
ら
次
の
と
烏

p
緩
和

さ
れ
ま
し
た
υ

午
前
十
時
か
ら
午
後
九
時

ま
で
の
規
制
時
間
内
で
も
自

転
車
・
バ
イ
ク
ニ
一
輪
の
自

動
車
に
隈
り
通
行
で
き
ま
す

バ
イ
ク
、
自
転
車
は
通
れ
ま
す

駅
前
ア
ー
ケ
ー
ド
街
の

り

交
通
規
制
が
緩
和
さ
れ
ま
し
た

大村市政だよ

し
か
し
規
制
区
間
を
通
行

す
る
と
き
の
車
の
速
度
は
二

十
キ
ロ
に
制
限
さ
れ
ま
す
。

ま
た
こ
の
区
間
は
規
制
時
間

中
駐
車
禁
止
地
区
と
な
り
ま

昭和3拝 4月22日第三種郵便物認可昭和39年 9月20日

i 少年剣士に防具をおくる

市内の少年剣道に役立ててください。と大村警察署から

i 少年用防具十二組が寄贈されました。そこで市は八月二 ! 
十九日十二地区の少年剣道部に引渡しました。

し
た
か
ら
自
転
車
で
も
道
路

に
放
置
し
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

ま
た
今
ま
で
歩
行
者
は
安

心
し
て
通
る
こ
と
が
で
き
ま

西
大
村
地
区
に

し
た
が
、
こ
れ
か
ら
自
転
車

や
パ
イ
ク
も
通
行
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、

交
通
事

故
が
起
き
な
い
よ
う
に
、
歩

く
人
は
道
路
の
両
側
に
引
い

た
歩
道
線
内
を
右
側
通
行
し

て
下
さ
い
。

小
さ
友
子
供
さ
ん
は
親
が

し
っ
か
り
手
を
つ
な
い
で
飛

び
出
さ
せ
左
い
よ
う
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

青
年
団
が
で
き
ま
し
た

青
年
団
は
若
い
人
々
の
社

会
教
育
団
体
と
し
て
非
常
に

大
切
在
役
割
を
果
し
て
い
ま

す。
‘
今
ま
で
本
市
に
は
周
辺

部
だ
け
に
結
成
さ
れ
、
中
心

部
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
今
度
、
新
ら
し
く
西
大

村
地
区
に
結
成
さ
れ
、
九
月

五
日
、

池
田
公
民
館
で
発
会

式
が
行
な
わ
れ
ま
し
た
£

会
員
は
現
在
の
と
こ
ろ
三

十
三
名
で
す
が
、
地
区
内
の

青
年
の
参
加
を
呼
び
か
け
て

い
ま
す
。

な
治
、
最
も
な
行
事
は
民

主
的
な
話
し
合
い
、
先
進
地

の
視
察
見
学
、
ス
ポ
ー
ツ
、

レ
グ
レ

1
シ
ョ
ン
を
行
左
う

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

役
員
は
次
の
と
語
り
で
す

団
長
平
川
捷
洋
(
池
田
〉

副
団
長
富
永
義
昭〈

古
賀
島
)

朝
長
順
子

(
池
田
)

く
わ
し
い
こ
と
は
大
村
公
共
職
業
安
定
所
へ

ハ
管
内
〕
男
子
自
動
車
運

転
手
十
八

t
=一
十
才
一

万
五

千

t
一
万
八
千
円
・
助
手
十

六

t
二
十
五
才
一
万
二
千

t

一
万
三
千
円
・

営
業
部
員
三

十

t
四
十
才
一
万
五
千
円

・

熔
接
工
二
十

t
五
十
才

一
万

四
千

t
一
万
七
千
円
・

鉄
工

見
習
十
五

t
十
八
才
九
千
円

・
旋
盤
工
十
八

t
五
十
才
一

万
三
千

t
一
万
八
千
円

・
配

管
工
見
習
十
八

t
二
十
五
才

一
万
三
千
五
百

t
一
万
五
千

円
・
庖
員
十
八

t
三
十
才

一

万

t
一
万
七
千
円
・
電
工
見

習
十
七

t
二
十
才
一
万

t
一

万
一
千
二
百
円
・
テ
レ
ピ
、

ラ
ジ
オ
修
理
工
見
習
十
六

t

二
十
五
才
八
千

t
一
万
二
千

円
・
経
理
事
務
四
十

1
六
十

才
二
万
円

女

平

経

理

事

務
十
八

t
四

十
才
一
万

t
一
万
二
千
円

庖
員
十
八
J

二
十
五
才
八
千

1
九
千
円
・

集
金
人
三
十
八

才
位
ま
で
八
千
円
・
看
護
婦

十
六

t
二
十
才
一

万
円
以
上

見
習
看
護
婦
二
十
才
前
後
住

込
六
千

t
八
千
円
・
家
庭
女

中
年
令
不
問
住
込
六
千
五
百

円
・
旅
館
女
中
二
十

t
五
十

才
八
千

t
一
万
五
千
円

【県
外
】

男

子

起

重
機
運

転
工
十
八

t
三
十
才
二
万

一

千
六
百

t
二
万
六
千
七
百
円

.
機
械
工
十
八

t
三
十
五
才

二
万

t
二
万
七
千
円
・
自
動

車
運
転
手
十
八

t
三
十
五
才

二
万
五
千

t
三
万
円
・

集
配

助
手
十
八
J

三
十
五
才
一
万

五
千
八
百

t
一
万
八
千
円
・

製
紙
工
十
六

t
二
十
五
才
一

万
二
千

t
一
万
七
千
円

女

子

撚

糸
工
十
五

t
二
十

二
才
一

万
二
千

t
一
万
五
千

円

・
炊
事
婦
二
十

t
五
寸
才

一
万
四
千

t
一
万
五
千
円

・

電
気
製
品
組
立
工
十一
ハ
J

二

十
二
才
一

万
一
千

t
一
万
三

千
円

・
キ
ヤ
デ
イ
l
十
六

t

二
十
三
才

一
万
三
千

t
一
万

八
千
川

・
紡
績
工
十
五
1
二

十
三
才

一
万
三
千

1
一
万
五

千
円

入



昭和39年 9月初日昭和33年4丹22日芳三種郵便物認可り大村市政だよ

，J ! ;墓地を改葬するときは市 l 
i長の許可を受けなければ i 
! ならないことになってい ! 

ます。墓地の改葬とは埋 l 

葬した死体を他の墳墓に ! 
移したり、またすでに収 墓
蔵した焼骨を他の墳墓や 地
納骨堂に移すことをいい 重
ます。それで俗にいう d に

ょせ墓がをEも改葬にな は
ります。改葬を行なうと 学
きは死体や焼骨のある地 許

の市町村長の許可を受け RJ 
なければなりません。改 -

J葬許可を受けようとする

ときは申請書に埋葬事実

を証する墓地管理者の証

明を添えて市民課へ提出

してください。

申請書用紙は市民課b、各

i 出張所にあります。

し一一一一一一一ーーーーーーー」

あ
な
た
の
自
転
車
は
狙
わ
れ
て
い
る

鍵
を
か
け
ま
し
ょ
う

三
十
八
年
度
中
に
市
内
で

盗
ま
れ
た
自
転
車
は
四
十
二

台
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

本
年
も
す
で
に
八
月
末
現
在

で
二
十
三
台
が
盗
ま
れ
、
そ

の
被
害
額
も
十
六
万
七
千
円

に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
を
盗
ま
れ
た
場
所
別

に
み
る
と
、
道
路
上
で
の
被

害
が
八
十
戸
を
を
占
め
て
語

り
、
そ
の
原
因
も
一
寸
で
す

む
用
件
だ
か
ら
と
い
う
安
易

グ
松
の
み
ど
り
4
を
守
り
ま
し
ょ
う

、.，，'a.，
 

，，E
、

今
年
の
秋
期
松
く
い
虫
防

除
期
間
は
九
月
一
日
よ
り
十

月
五
日
ま
で
と
在
っ
て
い
ま

す
。
と
く
に
今
年
は
松
く
い

虫
の
発
生
が
ひ

E
い
よ
う
に

思
わ
れ
ま
す
の
で
、
各
地
区

に
督
励
員
を
増
員
し
松
く
い

虫
を
撲
滅
す
る
よ
う
計
画
し

て
い
ま
す
の
で
、
督
励
員
の

指
示
を
受
廿
市
内
全
域
の
駆

除
に
ご
協
力
を
ゐ
願
い
し
ま

す
。
在
最
検
査
日
は
十
月
十

日
前
後
に
友
り
ま
す
の
で
十

目
前
ま
で
に
駆
除
を
す
ま
せ

る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

な
考
え
か
ら
、
錠
は
取

D
つ

け
て
い
な
が
ら
鍵
を
か
け
十

に
放
置
し
て
い
て
盗
ま
れ
た

の
が
多
い
よ
う
で
す
。

盗
ま
れ
な
い
た
め
に
は
、

十
分
に
注
意
を
し
必
十
鍵
を

か
け
未
登
録
者
は
最
寄
り
の

自
転
車
百
で
登
録
を
す
ま
せ

る
主
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

陸上自衛隊の10月中の実弾射撃

実施場所=池司軒撃場

実施日程=1日-3日、 5日-9日

21 日 ~26 日 28 日 ~30 日

実施場所=大多式演習場

実施日程=1日 8時~11時

電ー

お
し
ら
せ
・

0
g
i
R
A
S
E

国
豚
コ
レ
ラ
の
予
防
注
射

秋
の
豚
コ
レ
ラ
定
期
予
防

注
射
が
つ
ぎ
の
日
程
で
行
左

わ
れ
ま
す
。
豚
を
飼
っ
て
お

ら
れ
る
方
は
各
地
区
農
協
支

所
へ
申
し
で
て
く
だ
さ
い
。

注
射
は
養
豚
場
所
を
巡
回
し

て
行
友
い
ま
す
。

日
程

鈴
田
・
:
十
月
六
日
、
七
日

西
大
村
:
・
十
月
十
四
日
、
十

五
日
、
十
六
日
、
十
七
日

萱
瀬
上
:
・
十
月
十
九
日

萱
瀬
下
:
十
月
二
十
日

大
村
・
:
十
月
二
十
二
日
、
二

十
三
日

三
浦
・
:
十
月
二
十
六
日

圃
屋
外
広
告
物
の

コ
ン
ク
ー
ル

応
募
要
領
は
つ
空
の
と
治

b

で
す
の
で
多
数
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

申
込
締
切
九
月
二
十
九
日

申
込
先
長
崎
市
江
戸
町

県
庁
内
、
都
市
計
画
課

作
品
規
格
平
面
で
、
縦
約

九
十
セ
ン
チ
(
三
尺
)
横
約

百
八
十
セ
シ
チ
ハ
六
尺
)

出
品
料
一
点
に
つ
き
五
百

円
友
治
、
応
募
資
格
、
課
題

出
品
点
数
は
制
限
あ
り
ま
せ

ん
が
作
品
は
未
発
表
創
作
で

作
品
に
サ
イ
ン
を
記
入
し
て

い
な
い
も
の
。
く
わ
し
い
こ

と
は
県
都
市
計
画
課

へ
治
た

十
ね
く
だ
さ
い
。

-
つ
ぎ
の
国
保
被
保
険
者

証
は
無
効
で
す

つ
ぎ
の
方
の
国
民
健
康
保
険

被
保
険
者
証
は
使
用
で
き
ま
せ

ん
。
い
ま
す
H
t
・
-
保
険
年
金
課
ま

た
は
出
張
所
に
返
納
し
て
く
売

さ
い
。山

口
目
白
山
大
村
市
宮
代
郷
五
班

六

八

六

辻

伊
勢
一

転
出
、
転
入
、
健
康
保
険

加
入
脱
退
の
場
合
は
本
庁

ま
た
は
出
張
所
に
被
保
険

者
証
持
参
の
よ
必
ず
届
け

ま
し
ょ
う
。

， 
一、

新市庁舎の完成まじか

市の新しい庁舎は、 昨年12月起工式を

行なし、、工事をいそいで'¥，、ましたが、

まもなく完成します。新庁舎での事務

の開始は10月上旬になる予定です。

なお、くわしいことはきまりしだいお

Lらせします。
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カ

ン
4
の
正
し
い
知
識
を

十
月
一
日
:
:
講
演
会

ガ
V
K
対
す
る
正
し
い
知

識
の
普
及
を
は
か

b
、
ガ
V

の
早
期
発
見
、
早
期
治
療
を

促
進
す
る
と
い
う
目
的
で
つ

ぎ
の
と
治
り
講
演
会
を
行
な

の百
予日
防咳
接・
種・ジ

フ
ァ

ヤ
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マ
該
当
児

①

初

回

昭

和

三

十

九

年

四
月
一
日
か
ら
同
年
六
月
三

十
日
ま
で
に
生
れ
た
も
の
及

び
ま
だ
初
回
接
種
が
終
了
し

て
い
友
い
も
の
。

②

追

加

初

回

接

種

が

終

了
し
て
か
ら
一
年
か
ら
一
年

六
月
経
過
し
た
も
の
。

マ
接
種
要
領

初
回
の
も
の
三
週
間

1
四

週
間
、七
百
き
三
回
接
種
す
る
。

追
加
の
も
の
日
程
の
い
十

れ
か
の
日
に
接
種
す
る
。

マ
料
金
い
り
ま
せ
ん

い
ま
す
。
治
さ
そ
い
あ

わ
せ

て
多
数
ご
来
聴
下
さ

い。

日

時

十

月

一
日
一
時
か
ら

場
所
中
央
公
民
館

演
題
と
講
師
子
宮

ガ
ン

程

| 接種目 =r.!; ~IL 凶B:-I
第 l回 |信玄面I一軍吉田一 |畝 ゴ 地 i 

竹松出張所 1 1月印 刷 10月26日 111月25日 (竹松福重松原 i
i3月29日 1 10月z7日 (11月26日 |西大村萱瀬 i 

中央公民館 i 明日一日- U旦出~_7~坦 -町 三寸

日施実

接種場所

市立病院

長
大
医
学
部
教
援

三

谷

靖

消
化
器
系
ガ
シ

長
大
学
部
助
教
援

正

義

之

発
明
巡
回
相
談
所
を

開
設

発
明
協
会
が
行
在
っ
て
い

る
発
別
巡
凶
相
談
所
が
次
の

通
り
開
設
さ
れ
ま
す
の
で
ご

利
用
下
さ
い
。

日
時
九
月
二
十
六
日

場
所
市
商
工
水
産
課

内
容
発
明
、
意
匠
等
発
明

に
関
す
る

一
切
の
相

水
火

圃
県
税
相
談
所
を
開
設

諌
早
県
税
事
務
所
は
十
月

一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
一
週

間
、
諌
早
の
県
税
事
務
所
で

「県
税
に
つ
い
て
の
相
談
所
」

を
開
き
ま
す
。

質
問
・
相
談
・
ご
要
望
な

と
あ
ら
れ
る
方
は
ご
遠
慮
な

く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

、
/ 

国
ラ
テ
ン
と
ハ
ワ
イ
ア
ン
の
夕
べ

才
十
四
回
レ
コ
ー
ド
コ
シ

サ

i
ト
を
行
、
泣
い
ま
す
。

告
さ
そ
い
あ
わ
せ
て
沿
い
で

く
だ
さ
い
。

V

日
時
九
月
二
十
六
日

午
後
六
時
三
十
分
か
ら

八
時
三
十
分
ま
で

理
容
師
一

?
の
試
験

美
容
師
」

昭
和
三
十
九
年
度
の
理
容

師
と
美
容
師
の
試
験
が
あ
り

ま
す
。

試
験
期
日

学
科
試
験
十
月
十
八
日

実
地
試
験
十
一
月
十
五

日
か
ら
十
七
日
ま
で

試
験
場
所
い
や
ノ
れ
も
長
崎

市
で
行
な
い
ま
す

受
験
願
書
受
付

九
月
二
十
八
日
ま
で

受
験
願
書
提
出
先

大
村
保
健
所

受
験
料
五
百
円

な
お
、
く
わ
し
い
こ
と
は

俣
健
所
に
ゐ
尋
ね
く
だ
さ
い

願
書
用
紙
も
保
健
所
に
用
意

し
で
い
ま
す
。

TT  .... 
オァハ矛曲対ル会
二 ワー自象 場
部 イ部

ア
ソ
ノ、

フ
ダ

イ
ス

中
央
公
民
館
ホ

l

市
民
一
般

1

1

図
書
館
の
休
館
i

ll
l

市
立
図
書
館
は
本
の
虫
ぽ

し
と
整
理
を
す
る
た
め
に

つ
ぎ
の
期
間
休
館
し
ま
す

期

間

九

月
二
十
五
日
か

ら
十
月
四
日
ま
で

圃
海
外
派
遣
農
業
実
習
生

を
募
集

今
年
度
の
農
村
青
壮
年
海

外
派
遣
農
業
実
習
生
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ア
メ
リ
カ
、
欧
州

カ
ナ
ダ
、
ブ
ラ
ジ
ル
に
派
遣

し
て
、

海
外
農
業
先
進
国
や

農
業
移
移
住
地
の
実
習
を
通

巴
て
近
代
的
な
農
業
と
現
地

の
実
態
を
一体
得
さ
せ
、
日
本

の
農
業
近
代
化
と
海
外
移
住

ラ
テ
L

ヒ
ッ
ト
パ
レ
ー
ド

矛
三
部

ス
ク
リ
ー
ン
ミ
ュ
!
ジ

ツ

ク矛
四
部

潮
風
の

い
ぎ
な
い

の
促
進
に
役
立
っ
て
も
ら
う

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す

滞
在
期
唱
は
約
一
カ
年
で
、

現
在
農
業
に
従
事
し
て
い
る

か
農
業
技
術
の
指
導
者
で
、

高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力

が
必
要
で
す。

年
令
時
二
十
才
か
ら
三
十
五

才
ま
で
の
入
。

ご
希
望
の
方
は
九
月
三
十
日

ま
で
に
市
の
農
林
課
へ
者
た

歩
ね
く
突
き
い
。

¥ 

社
会
福
祉
事
業
資
金
へ
寄
付

市
内
松
並
町
東
柾
男
さ
ん

は
亡
父
春
助
さ
ん
の
忌
明
に

五
万
円
、

竹
松
町
の
吉
田
弥

栄
さ
ん
は
亡
夫
猪
三
男
さ
ん

の
忌
明
に
萱
万
円
を
そ
れ
ぞ

れ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

ノゐ


